
日
蓮
大
聖
人
の
上
行
菩
薩
御
自
覚
の
覚
醒
と
伊
豆
法
難

日

一
、
は
じ
め
に
―
―
本
論
の
論
点
に
つ
い
て
―
―

日
蓮
聖
人

（以
下
宗
祖
と
称
す
）
が
、
末
法
に
お
け
る
法
華
経
の
行
者
と
し
て
、
滅
後
在
世
の

一
念
三
千
証
得
解
行
の
修
行
を
否

定
し
、
滅
後
末
法
の
修
行
、
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
信
行
観
心
を
以
て
成
仏
の
姿
勢
を
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
法
華
経
こ
そ
が
、
滅

後
末
法
を
以
て
流
布
の
正
期
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
に
外
な
ら
な
い
。

宗
祖
が
上
行
菩
薩
と
し
て
の
御
自
覚
を
確
立
さ
れ
た
の
は
、
佐
渡
期
に
お
け
る

『開
目
抄
』
撰
述
の
文
中
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、

文
永
八
年
十
月
二
十
二
日
、
宗
祖
が
佐
渡
流
罪
直
前
、
寺
泊
の
津
よ
り
富
木
胤
継
に
与
え
ら
れ
た

『寺
泊
御
書
』
（定
五

一
五
）
に
、

「当
時
当
世
三
類
ノ敵
人
有
電
之
レ
但
八
十
万
億
那
由
他
ノ
諸
菩
薩
ハ不
レ
見
班
ハ
一
人
一如
″乾
タ
ル潮
ノ
不
満
月
居
テ
不
勝
満
夕
。
清
レノ、水
浮
い

月
ヲ植
レノヽ木
ヲ棲
」鳥
。
日
蓮
ハ八
十
万
億
那
由
他
ノ諸
ノ菩
薩
ノ為
↓
テ代
官
卦
申
ほ之
ヲ」

と
あ
り
、
敢
え
て
速
化
の
菩
薩
の
代
官
と
し
て
あ
る
御
自
身
の
立
場
を
示
さ
れ
、
本
化
菩
薩
の
証
明
を
避
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

佐
渡
塚
原
に
到
着
さ
れ
た
十

一
月
二
十
三
日
付
け
の
富
木
胤
継
に
送
ら
れ
た

『富
木
入
道
殿
御
返
事
』
（定
五
王
ハー
七
）
に
は
、

「仏
滅
後
二
千
三
百
余
年
に
月
氏

・
漢
土

・
日
本

。
一
閻
浮
提
の
内
に
天
親
龍
樹
内
鑑
冷
然
外
適
時
宜

一
云

ム
ｏ
天
台
伝
教
は
粗
釈

し
給

へ
ど
も
弘
二
残
セ
ル
之
↓
大
事
ノ
秘
伝
を
此
國
に
初
て
弘
」
之
ヲ○
日
蓮
豊
二非
コャ
其
人
一乎
。
（中
略
）
経
二云
ク
有
四
導
師

一
名
上
行

社
外
学
業
　
第
二
十
二
考

浦

脩



一ム
一ム
。」

と
示
さ
れ
、
は
じ
め
て
宗
祖
が
本
化
上
行
菩
薩
と
し
て
の
自
覚
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

宗
祖
に
と

っ
て
上
行
菩
薩
御
自
覚
の
論
拠
は
、
法
華
経
流
通
文
に
示
さ
れ
て
い
る

「受
難
」
こ
そ
が
、
そ
の
資
格
を
得
る
条
件
で

あ
り
、
宗
祖
自
身
が
経
文
に
附
合
す
る
体
験
こ
そ
が
必
要
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
『開
目
抄
』
に
は
、
「事
と
心
と
相
い
会
え
り
」
と
、

自
身
の
行
動
が
経
文
に
附
合
し
た
言
葉
が
何
度
か
示
さ
れ
て
い
る
。
『開
目
抄
』
に
三
類
の
怨
敵
と
し
て
経
文
を
挙
げ
て

（定
五
五

七
）
、「法

華
経
ノ第
四
二云
ク而
モ此
経
ハ者
如
来
現
在
ス
ラ猶
多
″怨
嫉
一況
ャ
滅
度
ノ後
ヲヤ」

と
法
師
品
の
文
を
あ
げ
、
更
に
讐
喩
品
に
ょ
、

「第
ニ
ニ云
ク見

， 有
レ
ン読

二
誦
書
三
持
ス
ル
７
経
↓者
Ｄ
軽
賎
僧
嫉
γ
而
懐
動
ン結
恨
↓等

一
云

■
ｏ

安
楽
行
品
に
は
、

「第
五
二云
ク
一
切
世
間
多
τ
テ怨
難
”
信
ジ等

一
云
■
ｏ

勧
持
品
に
は
、

「又
云
彰有
茸諸
無
智
人
等
■
心
口
罵
詈
ス
ル」

と
あ
り
、
俗
衆
増
上
慢
の
文
処
と
し
、
勧
持
品
の

「又
云
ク向
茸國
王
大
臣
婆
羅
門
居
士
一誹
謗
γ
説
卦
我
悪
覇
盟
ン是
邪
見
ノ
人
サ
リ
己

の
文
を
あ
げ
、
こ
れ
を
道
門
増
上
慢
の
文
処
と
し
、
同
じ
く
勧
持
品
の
、

「敷
敷
見
濱
出
等

一
云

■

の
文
を
あ
げ
僣
聖
増
上
慢
の
文
処
と
し
、
更
に
常
不
軽
菩
薩
品
の



「杖
木
瓦
石
モテ而
打
二郷
セ
ン之
↓等

一
云

■

と
在
世
滅
後
の
怨
嫉
の
証
拠
と
さ
れ
て
い
る
。

先
に
述
べ
た

『寺
泊
御
書
』
に
お
け
る
述
化
を
表
に
出
し
た
宗
祖
の
背
景
に
は
、
同
書

（定
五
一
四
―
五
一
五
）
に

「悪
口
而
辱
盛
敷
数
見
濱
出
。
敷
々
ト
ハ者
度
々
也
。
日
蓮
損
出
衆
度
。
流
罪
ハ
一
一度
也
。
法
華
経
ハ
〓
一世
説
法
ノ儀
式
也
。
過
去
ノ
不

軽
品
ハ今
ノ勧
持
品
。
今
ノ勧
持
品
ハ過
去
ノ
不
軽
品
也
。
今
ノ勧
持
品
ハ未
来
可
”為
動
不
軽
品
Ъ

其
時
日
蓮
ハ即
可
”為
コ
不
軽
菩
薩
己

と
示
さ
れ
、
明
ら
か
に
こ
の
時
点
に
お
い
て
上
行
菩
薩
と
し
て
の
御
自
覚
を
確
信
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
経
文
の

附
合
を
待
つ
佐
渡
到
着
を
ま

つ
て
こ
の
事
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
云
う
決
意
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

宗
祖
の
法
難
は
、
「大
難
四
ヶ
度
小
難
そ
の
数
を
知
れ
ず
」
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
大
難
を
公
難
と
私
難
と
に
分
け
、
公
難
の
中

で
も
王
難
と
郷
難
と
に
分
け
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
大
難
に
お
い
て
、
松
葉
ヶ
谷
法
難
は
念
仏
衆
徒
に
よ
る
迫
害
で

「私
難
」

と
さ
れ
、
小
松
原
法
難
は
地
頭
東
條
景
信
に
よ
る
迫
害
で

「公
難
」
で
は
あ
る
が

「郷
難
」
と
さ
れ
、
「伊
豆
法
難
」
と

「佐
渡
法

難
」
は

「公
難
」
の
中
で
も
、
幕
府
に
よ
っ
て
迫
害
さ
れ
た

「王
難
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
開
目
抄

（定
五
六
〇
）
に
、

「
日
蓮
法
華
経
の
ゆ
へ
に
度
々
な
が
さ
れ
ず
ば
数
々
の
二
字
い
か
ん
が
せ
ん
。
此
の
二
字
は
天
台
博
教
い
ま
だ
よ
み
給
は
ず
。
況
ャ

餘
人
を
や
。
末
法
の
始
の
し
る
し
、
恐
怖
悪
世
中
の
金
言
に
あ
ふ
ゆ
へ
に
、
但
日
蓮

一
人
こ
れ
を
よ
め
り
」

と
、
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
多
く
の
難
の
中
、
三
度
に
亘
る

「王
難
」
を
体
得
す
る
こ
と
こ
そ

「数
々
」
の
二
字
に
附
合
し
た

「三

類
の
怨
敵
」
の
受
難
で
あ
り
末
法
の
導
師
と
し
て
主
師
親
三
徳
を
円
備
す
る
上
行
応
生
の
開
顕
を
明
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
宗
祖
の
上
行
御
自
党
に
つ
い
て
、
そ
の
推
移
を
み
る
と
き
、
佐
渡
流
罪
以
前
を

「述
面
本
裏
」
、
佐
渡
流
罪
以

後
を

「本
面
辺
裏
」
と
し
て
の
立
場
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
宗
祖
の
上
行
菩
薩
と
し
て
の
弘
教
の
姿
勢
が
、
ど
の
よ
う
な
推

移
で
形
成
さ
れ
て
い
つ
た
か
を
考
え
る
と
き
、
御
遺
文
と
弘
教
の
姿
を
通
し
て
区
分
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
立
人
聖
人
の
上
行
善
産
衛
自
党
の
党
離
と
伊
ユ
法
業



そ
れ
は
、
北
条
時
頼
に
進
覧
し
た

『立
正
安
國
論
』
が
起
点
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
正
嘉
元
年
よ
り
続
い
た
天
変
地
夭
に
対
す
る

災
難
の
原
因
が
、
法
然
の

『選
択
本
願
念
仏
集
』
に
よ
る
念
仏
信
仰
に
起
因
す
る
こ
と
を
批
判
、
仏
法
の
本
義
を
誤
り
、
社
会
の
秩

序
を
混
す
根
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
幕
府
の
反
応
は
な
く
、
却

っ
て
鎌
倉
仏
教
寺
院
か
ら
の
反

発
を
買
い
、
そ
の
結
果
が
松
葉
ヶ
谷
法
難
と
続
く
の
で
あ
る
。
こ
の

『立
正
安
國
論
』
と
松
葉
ヶ
谷
法
難
と
い
う
、
幕
府
へ
の
諌
暁

と
受
難
の
時
点
に
お
い
て
、
宗
祖
の
上
行
菩
薩
と
し
て
の
覚
醒
の
起
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
本
論
に
お
い

て
、
宗
祖
の

「伊
豆
法
難
」
迄
の
弘
教
の
推
移
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

二
、
『立
正
安
国
論
』
撰
述
迄
に
み
る
謗
法
観

宗
祖
の
仏
教
観
の
起
点
を
考
え
る
と
き
、
当
時
日
本
國
内
に
拡
が
っ
て
い
る
諸
宗
に
つ
い
て
、
釈
尊
出
世
の
本
懐
を
追
求
す
る
姿

勢
が
あ

っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
弘
安
元
年

（
〓

一七
九
）、
『妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』
（定

一
五
五
一こ

に
、
清
澄
で
の
仏
道
修
行

の
回
想
と
し
て
、

「此
度
い
か
に
も
し
て
、
仏
種
を
も
植

へ
、
生
死
を
離
る
る
身
と
な
ら
ん
と
思
ヒ
て
候
し
程
に
、
皆
人
の
願
ハせ
給
フ事
な
れ
ば
、
阿

弥
陀
仏
を
馬
み
奉
り
、
幼
少
よ
り
名
号
を
唱
へ候
し
程
に
、
い
さ
さ
か
の
事
あ
り
て
此
の
事
を
疑
ヒ
し
故
に

一
つ
の
願
を
お
こ
す
。
日

本
國
に
渡
れ
る
虎
の
仏
教
並
に
菩
薩
の
論
と
人
師
の
釈
を
習
ヒ
見
候
は
ば
や
。
又
倶
舎
宗

・
成
実
宗

ｏ
律
宗

・
法
相
宗

・
三
論
宗

・

華
厳
宗

・
真
言
宗

・
法
華
天
台
宗
と
申
ス宗
ど
も
あ
ま
た
有
り
と
き
く
上
に
、
禅
宗

・
浄
土
宗
と
申
ス
ス
宗
も
候
な
り
」

と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宗
祖
に
と

っ
て
正
法
と
謗
法
の
教
え
を
見
極
め
る
こ
と
が
重
大
な
問
題
意
識
な
の
で
あ
っ
た
。
鎌
倉

遊
学
よ
り
清
澄
に
帰
山
し
た
宗
祖
は
、
仁
治
三
年

（
〓

一四
一
こ

『戒
体
即
身
成
仏
義
』
を
著
し
て
い
る
が
、
「安
房
國
清
澄
山
住
人



蓮
長
撰
」
と
あ
り
、
比
叡
山
遊
学
中
に
著
し
た

『戒
法
門
』
に
は

「蓮
長
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
建
長
五
年

（
〓
一五
一こ

四
月
二

十
八
日
清
澄
で
の
唱
題
開
宗
の
あ
と
、
故
郷
小
湊
に
両
親
を
教
化
、
自
ら
日
蓮
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
松
葉
ヶ
谷
の
草
庵
を
中
心
に

展
開
さ
れ
た
弘
教
の
期
間
に
お
い
て
は
、
『蓮
盛
抄
』
『諸
宗
問
答
抄
』
（建
長
七
）
に
は
日
蓮
の
著
名
は
な
く
、
『念
仏
無
間
地
獄

抄
』
（建
長
七
）、
「

生
成
仏
抄
』
（建
長
七
）、
『主
師
親
御
書
』
（建
長
七
）
に
は
日
蓮
の
著
名
が
あ
る
。

又
、
岩
本
実
相
寺
に
お
い
て
は
、
コ

念
三
千
理
事
』
（正
嘉
一
し
、
『守
護
国
家
論
』
（正
嘉
一
し
、
『十
法
界
事
』
（正
一匹
と
、
「
一乗

作
仏
事
』
（工
西

し
、
『災
難
興
起
由
来
』
（正
元
一
し
、
『災
難
対
治
抄
』
（正
元
一
し
、
『唱
法
華
題
目
抄
』
（文
応
一こ

に
は
日
蓮
の
著

名
は
な
く
、
コ

代
聖
教
大
意
』
（正
嘉
一
し
、
『総
在

一
念
抄
』
（正
嘉
一
し
、
『ホ
前
二
乗
菩
薩
不
作
仏
事
』
（正
一九
一と
、
『ホ
前
得
道
有

無
御
書
』
（Ｉ
西
こ

に
は
日
蓮
の
著
名
が
あ
る
。
伊
豆
流
罪
直
前
の
著

『椎
地
四
郎
殿
御
書
』
（弘
長
一匹
、
伊
豆
流
罪
中
の
著
、

『船
守
弥
三
郎
許
御
書
』
（弘
長
元
）、
『同

一
戯
味
御
書
』
（弘
長
一し
、
『四
恩
抄
』
（弘
長
一
し
、
『教
機
時
國
抄
』
（弘
長
一
し
、
『行
者

仏
天
守
護
抄
』
（弘
長
二
）
に
は
日
蓮
の
著
名
が
あ
り
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が

『顕
謗
法
抄
』
（弘
長
二
）
で
、
冒
頭
に

「本
朝

沙
門
日
蓮
撰
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

諸
宗
批
判
に
つ
い
て
は
、
『蓮
盛
抄
』
（定
二
〇
）
に
禅
宗
批
判
が
あ
げ
ら
れ
、
教
外
別
伝
不
立
文
字
に
つ
い
て
、
仏
の
教
説
は
文

学
を
以
て
衆
生
を
度
し
、
菩
提
を
得
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
り
、
同
抄

（定
二
〇
）
に
、

「法
華
に
云
く
、
捨
一三
心知
識
↓親
二近
セ
ョ善
友
」と
、
止
観
に
曰
く
、
師
に
値

ハ
ザ
レ
バ
邪
慧
日
二
増
シ
生
死
月
二
甚
ク
凋
林
二
曲

木
ヲ
曳
ク
ガ
如
ク
出
ズ
ル
期
有
ル
コ
ト
無
シ
」

と
破
さ
れ
て
い
る
。
又

『諸
宗
問
答
抄
』
で
は
、
南
都
の
六
宗
を
は
じ
め
、
十
宗
を
論
破
し
、
天
台
宗
に
対
し
て
は
慈
覚
、
智
證

に
影
響
さ
れ
た
誤
謬
を
た
だ
し
、
同
抄

（定
一
一六
）
に

「ホ
前
の
円
は
法
華
卜
一
味
と
な
る
事
無
し
。
法
華
の
体
内
に
開
会
し
入
レ
ら
れ
て
も
、
体
内
の
権
と
云
ハ
れ
て
実
と
は
不
”
云
ハな

日
逹
人
空
人
の
上
行
薔
注
御
自
党
の
党
嘔
と
ケ
ユ
法
率



り
」と

権
劣
実
勝
を
指
摘
、
又
禅
宗
に
対
し
て
は
、
同
抄

（定
二
九
）
に

「さ
て
は
禅
法
は
天
魔
の
伝
ふ
る
所
ノ
法
門
な
り
」

と
し
、
又

（定
二
九
）
に

「次
に
即
身
即
仏
と
は
、
即
身
即
仏
な
る
道
理
を
立
よ
と
可
”責
ム
○
其
道
理
を
不
鮮
立
ζ

無
理
に
唯
即
身
即
仏
と
云
ハば
例
の
天

魔
の
義
也
と
可
”責
ム
○
但
即
身
即
仏
と
云
フ名
目
を
聞
ク
に
、
天
台
法
華
宗
の
即
身
成
仏
の
名
目
づ
か
ひ
を
盗
ミ
取
て
、
禅
宗
の
家
に

つ
か
ふ
と
覚

へ
た
り
」

と
、
即
身
成
仏
の
義
は
法
華
経
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
「不
立
文
字
」
は
同
抄

（定
三
〇
）
に

「文
字
は
是

一
切
衆
生
の
心
法
の
顕
れ
た
る
質

也
」

と
、
仏
の
教
法
を
表
現
す
る
質
を
否
定
す
る
正
に
天
魔
の
相
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
、
南
都
六
宗
に
対
し
て
は
す
で
に
桓
武
天
皇
に

対
し
て
法
華
経
帰
依
の
帰
伏
状
を
献
じ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
同
抄

（定
三
こ

に
、

「其
よ
り
已
来
、
華
厳
宗
等
の
六
宗
の
法
門
、
末
法
の
今
に
至
る
ま
で

一
度
も
頭
を
さ
し
出
さ
ず
。
何
ぞ
唯
今
事
新
く
捨
ら
れ
た

る
所
の
権
教
無
得
道
の
法
に
を
い
て
真
実
の
思
を
な
し
、
此
の
如
く
仰
せ
ら
れ
候
ぞ
や
。
不
レ得
”
レ心
と
せ
む
べ
し
」

と

一
蹴
さ
れ
て
い
る
。
真
言
宗
に
対
し
て
は
、　
一
念
三
千
の
教
理
を
有
す
る
見
解
か
ら
法
華
と
同

一
の
教
理
で
あ
る
と
の
主
張
に

対
し
、
同
抄

（定
三
一
こ

に
、

「若
法
華
と
同
時
の
説
也
、
義
理
も
法
華
と
同
シ
と
云
は
ば
、
法
華
は
是
純
円

一
実
の
教
に
て
曽
て
方
便
を
交

へ
て
説
ク
ク
事
な
し
。

大
日
経
等
は
四
教
を
含
用
し
た
る
経
也
。
何
ぞ
時
も
同
じ
義
理
も
同
じ
と
云
ん
や
、
謬
也
と
せ
め
よ
」

と
破
折
し
、
大
日
如
来
の
出
生
入
滅
を
明
示
せ
よ
と
責
め
、
念
仏
宗
に
対
し
て
は
、
同
抄

（定
三
一こ

に
、



「既
に
所
”馬
ム
阿
弥
陀
仏
有
名
無
実
に
し
て
、
名
の
み
有
り
て
其
体
な
か
ら
ん
に
は
、
可
一
往
生
一ス道
理
を
ば
、
委
く
如
ン
須
弥
山
一ノ

高
く
立
ζ

大
海
の
如
く
に
深
く
云
と
も
、
何
の
所
詮
有
べ
き
や
。
又
経
論
に
正
き
明
文
ど
も
有
と
云
は
ば
、
明
文
あ
り
と
も
未

顕
真
実
の
文
也
」

と
無
縁
の
阿
弥
陀
仏
と
無
得
道
の
権
果
を
示
し
、

『念
仏
無
間
地
獄
抄
』
（定
三
四
）
に
、

「念
仏
は
無
間
地
獄
の
業
因
な
り
。
法
華
経
は
成
仏
得
道
の
直
路
な
り
。
早
く
浄
土
宗
を
捨
て
法
華
経
を
持
ち
生
死
を
離
れ
菩
提

を
得
べ
き
事
」

と
堕
地
獄
の
根
源
は
教
主
釈
尊
を
捨
て
、
西
方
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
を
馬
む
こ
と
は
、
八
逆
罪
の
凶
徒
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の

根
源
は
中
国
の
道
綽
や
善
導
に
よ
る
聖
道
門
、
雑
行
、
難
行
道
と
し
て
の
諸
宗
に
対
し
、
浄
土
門
、
正
行
、
易
行
道
の
念
仏
専
修
の

主
張
を
法
然
が
取
り
容
れ
、
『選
択
集
』
が
著
さ
れ
念
仏
信
仰
が
急
速
に
拡
が

っ
て
い
っ
た
。
現
世
の
苦
悩
か
ら
来
世
を
欣
求
す
る

風
潮
は
社
会
に
お
け
る
秩
序
も
崩
壊
の
現
象
を
み
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

康
元
元
年
二
月
に
大
雨
が
降
り
、
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
霜
や
雪
が
降
り
、
作
物
は
全
滅
、
飢
饉
が
襲

っ
た
。
年
号
が
改
め
ら

れ
、
正
嘉
元
年
四
月
十
六
日
月
蝕
、
五
月

一
日
日
蝕
、
八
月

一
日
大
地
震
、
八
月
二
十
三
日
、
十

一
月
八
日
に
大
地
震
、
正
元
元
年
、

飢
饉
や
疾
病
が
流
行
、
こ
の
現
状
を
み
た
宗
祖
は
、
こ
の
天
変
地
夭
の
原
因
を
経
典
に
求
め
る
決
意
を
し
た
の
で
あ
る
。

宗
祖
は
、
正
嘉
元
年

一
月
六
日
、
鎌
倉
を
発
ち
、
七
日
沼
津
、
八
日
岩
本
実
相
寺
に
入

っ
た
。
コ

代
聖
教
大
意
』
は
二
月
十
四

日
に
著
さ
れ
て
い
る
。
実
相
寺
に
於
い
て
は
、
コ

念
三
千
理
事
』
（正
嘉
一
し
、
『守
護
国
家
論
』
（正
嘉
一
一Ｘ

『二
乗
作
仏
事
』
（正

一匹

し
、
『災
難
興
起
由
来
』
（正
元
一
し
、
『災
難
対
治
抄
』
（正
元
一
こ

の
著
述
に
は
日
蓮
の
著
名
は
な
く
、
ア

代
聖
教
大
意
』
（正
嘉

一
し
、
『総
在

一
念
抄
』
（正
嘉
一
し
、
『爾
前
二
乗
菩
薩
不
作
仏
事
』
（正
一匹
と
、
『爾
前
得
道
有
無
御
書
』
（正
一匹
し
、
『十
法
界
明
呆

日
こ
人
空
人
の
上
行
善
鷹
御
自
党
の
党
唯
と
伊
ユ
法
業



抄
』
（正
元
一
し
、
『唱
法
華
題
目
抄
』
（文
応
元
）
の
著
述
に
は
日
蓮
の
著
名
が
あ
る
。

『
一
代
聖
教
大
意
』
は
、
宗
祖
が
法
華
経
を
以
て
釈
尊
出
世
の
本
懐
で
あ
る
教
法
を
整
理
す
る
形
で
、
五
時
八
教
か
ら
法
華
経
の

一
念
三
千
、
十
界
互
具
に
至
る
迄
の
大
意
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
正
嘉
二
年
に
著
さ
れ
た

『
一
念
三
千
理
事
』
、
『総
在

一
念
抄
』

に
於
い
て
は
、　
一
念
三
千
論
を
展
開
、
十
如
実
相
の
理
具
三
千
の
構
成
を
論
じ
、
十
界
皆
成
は

一
念
三
千
の
法
門
を
根
底
と
し
、
天

台
の
釈
を
以
て
、
同
抄

（定
八
四
―
八
五
）
に

「問
テ
云
ク
一
文
不
通
の
愚
人
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
て
は
何
の
益
か
有
ん
や
。
答
フ文
盲
に
し
て

一
字
を
覚
悟
せ
ざ
る
人
も
信
を
至

し
て
唱
へ
た
て
ま
つ
れ
ば
、
身
口
意
の
三
業
の
中
に
は
先
ッ
ロ
業
の
功
徳
を
成
就
せ
り
。
若
功
徳
成
就
す
れ
ば
仏
の
種
子
を
む
ね
の

中
に
収
て
必
ず
出
離
の
人
と
成
ル也
。
此
経
の
諸
経
に
超
過
す
る
事
は
誹
謗
す
ら
尚
逆
縁
と
説
ク
」

と
口
業
受
持
を
説
い
て
い
る
。

宗
祖
の
大
蔵
経
閲
覧
に
よ
っ
て
究
明
さ
れ
た
結
論
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
社
会
秩
序
の
崩
壊
と
人
間
の
堕
落
は
、
自
然
界

の
流
れ
に
異
変
を
起
こ
す
天
変
地
夭
と
関
連
を
持
つ
も
の
で
、
そ
の
根
元
と
な
る
仏
教
受
持
の
姿
勢
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
起
因

す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
を
経
文
に
よ
る
文
証
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

正
嘉
二
年
に
著
さ
れ
た

『守
護
国
家
論
』
で
は
、
仏
法
の
了
義
、
不
了
義
に
つ
い
て
、
『無
量
義
経
』
に
示
さ
れ
た

「
四
十
余
年

未
顕
真
実
」
の
文
証
を
以
て
、
ホ
前
諸
経
を
破
し
、
法
然
の

『選
択
集
』
を
批
判
の
対
称
と
し
、
道
綽
、
善
導
、
法
然
と
継
承
さ
れ

た
専
修
念
仏
の
邪
義
を
破
し
、
法
華
経
方
便
品
の

「今
正
二見
時
ナ
リ」
、
寿
量
品
の

「毎
自
作
是
念
　
以
何
令
衆
生
　
得
入
無
上
道

即
成
就
仏
身
」
、
神
力
品
の

「以
要
言
此
　
如
来

一
切
所
有
之
法
　
乃

至
　
皆
於
此
経
　
宣
示
顕
説

一
云

■

と
あ
り
、
同
抄

（定

一
三
こ

に
、

「此
等
ノ
現
文
ハ釈
迦
如
来
ノ内
証
ハ皆
蓋
″夕
了
此
経
玉
其
上
於
斬多
宝
並
二十
方
ノ諸
仏
来
集
ノ庭
一證
″於
釈
迦
如
来
ノ
已
今
当
ノ五
＝
↓無
ｐ
ト



如
卦
法
華
経
一ノ経
上
定
メ
了
ヌ」

と
法
華
経
以
外
の
諸
経
、
諸
宗
を
破
折
し
て
い
る
。
『十
方
界
事
』
、
『ホ
前
二
乗
菩
薩
不
作
仏
事
』
、
『ホ
前
得
道
有
無
御
書
』
、

『二
乗
作
仏
事
』
は
、
ホ
前
諸
経
に
お
い
て
許
さ
れ
る
成
仏
に
つ
い
て
、
十
界
皆
成
を
説
く
法
華
経
に
よ
っ
て
二
乗
の
成
仏
が
示
さ

れ
、
二
乗
の
成
仏
は
九
界
の
成
仏
を
明
か
す
意
を
示
さ
れ
て
い
る
。

正
元
二
年
、
宗
祖
は
大
蔵
経
の
閲
覧
に
よ
っ
て
結
論
を
見
出
し
た
。
そ
れ
は
正
嘉
の
大
地
震
か
ら
始
ま
る
天
変
地
夭
の
原
因
が
、

法
然
の
説
く
念
仏
門
の
横
行
に
あ
る
こ
と
を
究
明
し
、
『災
難
興
起
由
来
』
の
中
で
、
法
然
の

『選
択
集
』
を

「謗
法
」
と
し
て
取

り
あ
げ
、
正
法
を
謗
る
者
に
対
す
る
罰
を
法
華
経
や
仁
王
経
、
金
光
明
経
、
涅
槃
経
等
を
あ
げ
て
示
し
、
仁
王
経
の
文
を
引
い
て
、

「見
コ國
土
乱
レ
シ時
ハ先
鬼
神
乱
レ鬼
神
乱
ル
ルカ
故
二万
民
乱
ル
之
文
↓。
当
時
有
二鬼
神
ノ
乱

ｏ
万
民
乱
一。
亦
当
″
國
土
乱
つ。
愚
勘
如
レ是
。

取
捨
任
二
人
意
一焉
」

と
謗
法
の
根
源
が
鬼
神
の
乱
れ
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
『災
難
対
治
抄
』
で
は
、
謗
法
を
対
治
す
る
た
め
の
勘
文
を
著
し
た
理
由

を
あ
げ
、
金
光
明
経
、
仁
王
経
、
法
華
経
に
示
さ
れ
た
具
体
的
文
証
を
あ
げ
て
、

「問
テ
日
ク若
ホ
者
於
茸
此
國
土
一以
”権
教
づ取
到
人
ノ意
↓失
ウ賞
教
↓者
有
り之
牧
如
何
。
答
テ
曰
クホ
也
。
問
テ
日
ク其
證
嫁
如
何
。
答
テ
日
ク

法
然
上
人
所
造
等
ノ
選
択
集
是
也
」

と
謗
法
の
対
象
が
選
択
集
に
あ
る
事
を
明
確
に
示
し
、
『立
正
安
國
論
』

へ
と
連
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

政
治
に
お
け
る
秩
序
の
乱
れ
は
、
実
朝
の
暗
殺
に
よ

っ
て
幕
府
の
混
乱
と
弱
体
化
が
進
み
、
仏
法
の
秩
序
の
乱
れ
は
、
『選
択

集
』
に
み
る
邪
義
の
横
行
に
よ
っ
て
民
衆
を
あ
ざ
む
い
た
。

『立
正
安
國
論
』
で
は
、
正
法
と
謗
法
と
の
対
比
の
中
で
、

「早
ク
思
ニノ、天
下
之
静
誰
↓者
須
ク
可
叫
断
フ國
中
ノ
謗
法
↓実
」

日
二
人
聖
人
の
上
行
薔
薩
衛
自
党
の
党
咀
と
伊
ユ
法
非



と
謗
法
の
呵
責
を
示
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
謗
法
者
に
対
す
る
布
施
を
禁
ず
る
こ
と
を
重
要
視
し
、

「所
詮
國
土
泰
平
天
下
安
穏
ハ自
ヨ

人
，

マデ
万
民
一二所
レ好
ム也
所
レ楽
也
。
早
ク止
三

間
提
之
施
↓永
ク致
″衆
僧
ノ供
ご

の
文
を
あ
げ
、
こ
れ
こ
そ
が
社
会
的
宗
教
的
秩
序
の
回
復
の
要
点
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
世
界
を
、

「汝
早
ク改
弓
信
仰
ノ寸
心
↓速
二帰
一
ョ実
乗
之

一
善
瓦

然
レ
ハ則
三
界
ハ皆
仏
國
也
。
仏
國
其
レ衰
ヘン哉
。
十
方
ハ悉
ク宝
土
也
。
宝
土
何
ソ

壌
レ
ン哉
。
國
．柾
墨
展
微
一土
．丘
３
バ
破
壌
一身
ハ是
安
全
．ラ
テ心
ハ是
禅
定
ナ
ラ
」

と
、
こ
の
よ
う
に
示
し
、
客
人
は
こ
れ
を
う
け
て
、

「速
二回
考
テ対
治
ヲ
一
早
ク致
封
ン泰
平
↓先
安
ヽ
生
前
↓更
二扶
勁
ン没
後
↓
。
唯
非
ゴ
我
信
一ズル
く
二又
誠
コ
ン他
ノ誤
↓耳
」

と
正
法
流
布
の
決
意
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

伊
豆
流
罪
直
前
の
消
息

『椎
地
四
郎
殿
御
書
』
で
は
、
自
ら
大
難
を
予
見
し
、
そ
の
忍
難
こ
そ
が
法
華
経
の
行
者
と
し
て
の
資
格

を
得
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
決
意
が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
上
行
菩
薩
覚
醒
の
時
期
と
伊
豆
法
難

弘
長
元
年

（
〓
工
全

）
五
月
十
二
日
、
宗
祖
は
松
葉
ヶ
谷
草
庵
に
お
い
て
捕
ら
わ
れ
の
身
と
な
り
、
伊
豆
流
罪
と
な
っ
た
。
船

守
弥
三
郎
に
助
け
ら
れ
、
弥
三
郎
夫
妻
に
よ
っ
て
身
の
安
全
が
得
ら
れ
三
十
日
あ
ま
り
供
養
を
受
け
た
と
あ
る
。

「
い
か
な
る
事
の
よ
し
な
る
や
」

と
不
思
議
に
生
か
さ
れ
る
自
己
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
。
弘
長
三
年
迄
宗
祖
は
伊
豆
川
奈
に
お
い
て
嫡
居
の
身
と
な
る
が
、
こ
の
間

に
著
さ
れ
た

『四
恩
抄
』
、
『教
機
時
國
抄
』
、
『顕
謗
法
抄
』
に
、
宗
祖
の
上
行
菩
薩
と
し
て
の
覚
醒
の
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る



の
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
法
華
経
色
読
の
体
験
で
あ
り
、

「法
華
経
二日
ク如
来
ノ
現
在
．ス
ラ猶
ホ多
″怨
嫉
一況
ャ滅
後
ノ後
ヲヤ

一
云
暫

の
文
を
引
き
、

「人
間
に
生
を
受
け
て
是
程
の
悦
は
何
事
か
候
べ
き
」

と
、
経
文
に
附
合
す
る
自
身
に
と

っ
て
、
流
罪
は
大
き
な
悦
び
と
受
け
と
め
た
。
こ
の
事
は
平
在
衛
門
頼
綱
に
よ
っ
て
捕
ら
わ
れ

の
身
と
な
っ
た
五
月
十
二
日
、

「日
蓮
こ
れ
を
見
て
を
も
う
よ
う
、
日
ご
ろ
月
ご
ろ
を
も
ひ
ま
う
け
た
り
つ
る
事
は
こ
れ
な
り
。
さ
い
わ
ひ
な
る
か
な
、
法
華
経

の
た
め
に
身
を
す
て
ん
事
よ
」

を
み
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
又
不
思
議
に
生
か
さ
れ
る
と
い
う
思
い
は
、
父
母
が
船
守
弥
三
郎
夫
妻
と
生
ま
れ
か
わ
っ
て
こ

の
日
蓮
を
は
ぐ
く
ん
で
く
れ
た
、
と
あ
る
よ
う
に

「恩
」
と

「責
務
」
と
が
呼
び
お
こ
さ
れ
た
。
「父
母
」
、
「衆
生
」
、
「國
主
」
、

「
三
宝
」
の
四
恩
で
あ
る
。

こ
の
四
恩
を
報
ず
る
こ
と
こ
そ
、
社
会
の
秩
序
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
責
務
で
あ
り
、
も
し
自
ら
が
、
念
仏
や
禅
、
真
言
や
律
の

邪
義
を
破
折
し
な
か
っ
た
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
迫
害
は
受
け
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
仏
法
の
大
義
に
照
ら
し
た
時
、
云

わ
ね
ば
な
ら
な
い
仏
法
の
秩
序
を
回
復
さ
せ
る
責
務
が
あ

っ
た
。
こ
の
内
に
向
か
っ
て
の
自
己
の
責
務
、
外
に
向
か
っ
て
の
自
己
の

責
務
こ
そ
が
、
宗
祖
の
上
行
菩
薩
覚
醒
な
の
で
あ
る
。

宗
祖
は
こ
の
視
点
に
立

っ
て
、
法
華
経
流
布
の
条
件
を
整
理
し
、
教
法
の
勝
劣
、
現
在
の
人
間
が
置
か
れ
て
い
る
資
格
、
現
在
の

人
間
が
存
在
し
て
い
る
時
代
、
釈
尊
の
教
え
が
展
開
さ
れ
る
國
、
こ
れ
か
ら
弘
め
ら
れ
る
べ
き
教
え
の
次
第
、
こ
の

「教

・
機

・

日
二
人
聖
人
の
上
行
善
注
御
自
党
の
党
咀
と
ゲ
ュ
法
卑



時

ｏ
國

・
序
」
を
論
じ
た
の
が

『教
機
時
國
抄
』
で
、　
一
般
的
に
は

「
五
綱
教
判
」
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

宗
祖
独
発
の
教
判
は
、
五
重
相
対
や
五
重
三
段
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
教
機
時
國
序
に
つ
い
て
は
、
宗
祖
の
弘
教
に
対
す
る

「方

軌
」
、
所
謂
、
弘
教
の
方
向
づ
け
の
著
述
で
あ
り
、
こ
れ
は
宗
祖
の
教
判
と
は
云
え
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
弘
教
に
当
た
っ
て
は
必

ず
、
ヨ
一類
の
怨
敵
」
の
出
現
を
示
し
、

「法
華
経
勧
持
品
二当
一後
五
百
歳
二
千
余
年
一法
華
経
ノ
適
人
可
”卜
有
撃
一類
一記
シ
置
キ
タ
天
ι

当
世
ハ当
ルリ
後
五
百
歳
瓦

日
蓮
勘
型

仏
語
ノ実
否
ピ
一類
ノ適
人
有
四
之
。
隠
け
バ
之
ヲ
非
ゴ
法
華
ノ
行
者
瓦

顕
け
バ
之
ヲ身
命
定
メ
テ喪
ハン欺
○
法
華
経
第
四
二云
フ而
モ
此
経
ハ者
如
来

現
在

ス̈
ラ猶
多
⇒怨
嫉
Ъ
況
ャ
滅
後
ノ後
ヲヤ

・
云

ム
ｏ
同
第
五
二云
ク
一
切
世
間
多
τ
テ怨
難
”卜
信
。
又
云
ク
我
レ
不
レ愛
一身
命
↓但
惜
ユト無
上
道
↓。

同
第
六
二云
ク
不
卦自
惜
夕身
命
づ

一
云
コ

の
文
を
あ
げ
て
、
弘
教
の
方
軌
を
示
す
位
置
づ
け
と
し
て
考
え
ら
れ
た
と
思
考
す
る
。

宗
祖
の
伊
豆
流
罪
の
中
で
注
目
す
べ
き
著
述
が
、
『顕
謗
法
抄
』
で
あ
る
。

宗
祖
は
、
釈
尊
出
世
の
本
懐
を
追
求
す
る
中
で
、
そ
の
真
髄
が
法
華
経
に
あ
る
事
を
確
信
し
た
時
、
「謗
法
」
こ
そ
が
罪
で
あ
り
、

破
國
と
堕
獄
に
対
す
る

「謗
法
呵
責
」
こ
そ
自
ら
の
責
務
で
あ
る
事
を
確
信
し
、
『顕
謗
法
抄
』
の
冒
頭
著
名
に

「本
朝
沙
門
日

蓮
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

伊
豆
在
島
中
に
著
さ
れ
た
五
篇
の
著
述
は
す
べ
て

「
日
蓮
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

「本
朝
沙
門
」
の
意
図
す
る
も
の
は
、

三
類
の
怨
敵
と
し
て
王
難
を
体
得
し
た
法
華
経
の
行
者
と
し
て
、
謗
法
対
治
の
た
め
に
身
命
を
捧
げ
る
覚
悟
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

『顕
謗
法
抄
』
で
は
、
始
め
に
堕
獄
に
つ
い
て
七
大
地
獄
を
示
し
、
そ
の
業
因
を
五
逆
罪
に
よ
る
こ
と
を
示
し
、
次
に
、
そ
れ
に

も
増
し
て
謗
法
の
罪
は
最
も
深
い
堕
獄
の
業
因
と
な
る
こ
と
を
明
か
し
、
大
阿
鼻
地
獄
は
無
間
地
獄
と
云
う
重
罪
を
示
し
て
、

「問
テ
云
ク
、
五
逆
罪
よ
り
外
の
罪
に
よ
り
て
無
間
地
獄
に
堕
ン
」ゝ
と
あ
る
べ
し
や
。
答
テ
曰
ク
、
誹
謗
正
法
の
重
罪
な
り
」



又
、

「此
経
文
の
心
は
法
華
経
の
行
者
を
悪
口
し
、
及
ヒ杖
ヲ
以
テ
打
郷
せ
る
も
の
、
其
後
に
懺
悔
せ
り
と
い
え
ど
も
、
罪
い
ま
だ
滅
セ
ず

し
て
、
千
劫
阿
鼻
地
獄
に
墜
チ
た
り
と
見
え
ぬ
。
懺
悔
せ
る
謗
法
の
罪
す
ら
五
逆
罪
に
千
倍
せ
り
」

と
具
体
例
を
あ
げ
、

「法
華
経
は
具
諦
俗
体

・
空
侵
中

・
印
真
言

・
無
為
ノ
理
。
十
二
大
願

・
四
十
八
願
、　
一
切
諸
経
の
所
説
の
所
詮
の
法
門
の
大
王
な

り
。
こ
れ
教
を
知
れ
る
者
な
り
」

と
法
華
経
を
以
て
教
の
大
王
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

信
解
に
つ
い
て
は
四
句
を
あ
げ
、

コ

ニ信
而
不
解
ニ
ニ解
而
不
信
三
二亦
信
亦
解
四
二非
信
非
解
。
問
テ
云
ク信
而
不
解
之
者
ハ謗
法
ナ
ル欺
Ｏ
答
テ云
ク法
華
経
二云
ク
以
τ
信
ヲ

得
レ
入
ル
コウ
等
一ム
れ
」

と
信
心
を
以
て
仏
道
を
成
ず
る
信
行
観
心
を
引
き
出
し
、

「若
有
茸智
慧
一無
時有
リ
コト
信
心
一是
ノ
人
ハ能
ク増

二長
ス邪
見
ご

と
、
有
解
無
信
を
否
定
し
て
い
る
。

宗
祖
は
終
生
、
謗
法
を
批
判
し
続
け
、
謗
法
対
治
こ
そ
が
宗
祖
の
眼
日
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
伊
豆
法
難
は
、

三
類
の
怨
敵
の
体
験
者
と
し
て
上
行
菩
薩
覚
醒
の
時
期
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

日
二
人
聖
人
の
上
行
薔
腹
御
自
党
の
党
咀
と
ゲ
ユ
法
業
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